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新型コロナウイルスの流行に伴う外出自粛や感染への不安といったストレスから，心身への悪影響が懸

念されているなか，三密を避けた活動が行える公園・緑地といったオープンスペースの重要性が改めて認

識されている．本研究では，栃木県宇都宮市を対象に GIS を用いて住民の公園・緑地までのアクセシビリ

ティを分析するとともに，アンケート調査を実施し，コロナ禍における公園・緑地の利用実態や，生活の

変化について分析した．その結果，住民の約 9 割が 1km以内に公園・緑地にアクセス可能であること，公

園・緑地の選択においてアクセシビリティが最重要な要因であること，公園・緑地へのアクセシビリティ

が高いほど公園・緑地の利用頻度が高い住民がいること等が明らかとなった．． 
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1. はじめに 

 

(1)  研究の背景と目的 

2019 年 12 月に初めての事例が確認された新型コロナ

ウイルス感染症は瞬く間に全世界に拡大し，我が国にお

いても例外なくその猛威を振るっている．厚生労働省は

感染症対策として「新しい生活様式」の実践を推奨して

いる 1)一方，感染症の拡大や外出行動の制限といった社

会情勢の急速な転換は，多くの国民の心理面に影響を及

ぼしている 2)．こうした社会情勢において国土交通省は，

公園や緑地といった 3密を避けることができるオープン

スペースを，新しい生活様式を踏まえて積極的に利用す

る事を推進している 3)．これらのことから人々が健康的

な生活を送るためには，公園・緑地にアクセスしやすい

環境を整備することが望ましい．そのため，今後の社会

においては，多くの人々の，公園・緑地への行きやすさ

を評価することは有意義である． 

本研究では，栃木県宇都宮市を対象とし，GIS（地理

情報システム）を用いて，住民の公園・緑地へのアクセ

スのしやすさの指標としてアクセシビリティを分析する．

また，アンケート調査にて，地域住民のコロナ禍前後に

おける公園・緑地の利用実態及び生活の質を調査し，ア

クセシビリティとの関係を分析することを目的とする．  

 

(2)  既存研究の整理 

公園・緑地に関する既往研究では，大塚ら 4)は，地域 

住民の都市公園の利用行動を公園の環境や利用者の属性

の観点から検討し，公園の利用行動は人とのつながりと

いった社会的健康の増進に影響していることを明らかに

した．アクセシビリティに関する既往研究では，

Shirendev ら 5)は，ウランバートル市における若者の居住

地及び大学から余暇活動施設までのアクセシビリティを，

選択肢の多さと近接性で評価し，アクセシビリティが主

観的幸福感および昼・夜の余暇活動の満足度に与えるこ

とを明らかにした．弓場ら 6)は，都市娯楽活動施設への

交通手段の「使いやすさ」を主観的なアクセシビリティ 
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表-1 評価対象地域の概要 

 

表-2 公園・緑地の概要 

 

の指標とし，それらが活動頻度および主観的幸福感に影

響を及ぼす可能性を示唆した． 

以上のように，公園・緑地が利用者や地域住民に及ぼ

す影響に関する研究や，余暇活動施設へのアクセシビリ

ティが主観的幸福感に与える影響に関する研究は存在す

るものの，マクロ的観点である公園・緑地までのアクセ

シビリティ自体が主観的幸福感に及ぼす影響についての

研究は十分になされていない．そこで本研究では，公

園・緑地までのアクセシビリティを分析し，公園・緑地

の利用実態および生活の質について調査することでそれ

らの相互の関係性を明らかにし，主観的幸福感との分析

に向けた基礎的なデータの収集を行う． 

 

 

2.  アクセシビリティ分析 

 

(1)  アクセシビリティの指標 

本研究におけるアクセシビリティの評価指標として，

15分生活圏の考えに基づく「1km圏内にある公園・緑地

の数」，近接性の評価として「最も近い公園・緑地まで

の距離」，多目的な利用活動をすることが出来る「最も

近い 10ha 以上の公園・緑地までの距離」，選択性の評

価として「異なる規模の選択肢の数」の 4つから評価を

行う．  

 

(2)  アクセシビリティ分析方法 

宇都宮市民の居住地から公園・緑地までのアクセシビリ

ティを評価するため，宇都宮市の平成 28 年度都市計画

基礎調査の公園・緑地のデータと，2015年の国勢調査か

ら 4次メッシュ単位の人口データ，三井造船システム技

研が提供している道路ネットワークデータを使用し，

ArcGIS の OD コストマトリックス解析を実行，公

 

図-1 1km以内の公園・緑地の数 

 

図-2 異なる規模の選択肢の数 

 

園・緑地までの経路を計算する．また，公園・緑地につ

いては従来までの都市公園法および既往研究 7)を参考に

し，面積を 1ha未満，1ha以上 4ha未満，4ha以上 10ha未

満，10ha以上の 4つに分類している．なお，宇都宮市を

居住誘導区域，居住誘導区域外の市街化区域，市街化調

整区域に分類し，それぞれについて評価をおこなってい

る．各区域の概要を表 1，宇都宮市の公園・緑地の概要

を表 2に示す． 

 

(3)  住民のアクセシビリティ 

分析の結果，1km 以内に少なくとも一つ公園・緑地が

立地している住民は全体の約 9割(469,158人)で，このメ

ッシュの分布は概ね市街化区域に沿って分布しているこ

とがわかる(図 1）．異なる規模の選択肢の数について，

従来までの都市公園法における，それぞれの規模の誘致

距離内に立地する公園・緑地を計測した．表 3に本研究

で設定したアクセス距離を示す．4ha 未満の小規模な公

園・緑地と 4ha以上の中・大規模な公園・緑地どちらも

誘致距離内にある人口は全体の約 4割であることがわか

った．こういった選択性のあるメッシュは，全体の約 

  全域 
居住誘導

区域 

居住誘導区

域外の市街

化区域 

市街化 

調整区域 

人口

（人） 
527,696 241,325 167,221 119,150 

割合

（％） 
100.0 45.7 31.7 22.6 

メッシ

ュの数 
1,413 192 161 1,060 

  1ha未満 
1ha以上

4ha未満 

4ha以上

10ha未満 
10ha以上 合計 

数 753 24 11 13 801 
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表-3 面積に応じたアクセス距離 

 

表-4 最も近い公園・緑地までの距離の平均値 

 

表-5 アンケート調査概要 

 

14%にとどまることが確認できた(図2)．最も近い公園・

緑地までの距離については，各区域の平均値を比較した

結果を表 4に示す．結果として，居住誘導区域における

平均距離よりも，居住誘導区域外の市街化区域における

平均距離の方が短いことが確認できた．これは，居住誘

導区域には商業施設や公共交通機関といった様々な都市

機能が集約されていることから，居住誘導区域外の市街

化区域よりも比較的公園・緑地までの近接性が比較的低

いと考えられる． 

 

 

3.  アンケート調査 

 

(1)  アンケート調査概要 

公園・緑地の利用実態やコロナ禍における生活の変化，

コロナ禍前後における主観的な生活の評価を把握するた

め，独自のアンケート調査を実施した．アンケート調査

の概要を表 5に示す．調査対象地域は，アクセシビリテ

ィ分析の結果や人口構成，居住誘導区域や都市計画区域

の区域区分を考慮し，11 の町丁目を選定した．調

 

図-3 公園・緑地を選択した主な理由(複数回答可) 

図-4 主な交通手段(複数回答可) 

図-5 年齢ごとの公園・緑地の利用頻度 

 

査票の配布には郵便局が提供している，宛先を指定せず

町丁目単位での配布を行うサービス「タウンプラス」を

利用して実施した． 

 

(2)  集計結果 

利用したことのある公園・緑地について，その場所を選

択した理由としては「家から近い」が最も多い結果とな

った(図 3)．公園・緑地までの主な交通手段としては，

「徒歩」の回答が最も多い結果となった(図 4)．年齢ご

との利用頻度に着目すると，70 才未満の利用頻度はコ

ロナ禍前後で大きく変化していなかったのに対し，70

才以上はコロナ禍で大きく減少していることがわかった

(図 5)．これは一般に，高齢者になるほど新型コロナウ

0% 5% 10% 15% 20% 25%

家から近い
職場や学校から近い
スポーツ施設がある

遊具がある
緑が多い

広い
きれい

人が多い
人が少ない
安全・安心

明るい
静か

駐車できる
イベントが開催される

その他

70代未満(N=290) 70代以上(N=107)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=383)

70代以上(N=107)

70代未満(N=290)

徒歩 自転車 自動車 バイク バス 鉄道

61.99

75.48

61.81
56.53

0.00

10.00

20.00

30.00

40.00

50.00

60.00

70.00

80.00

70代未満(N=300） 70代以上(N=121)公
園
・
緑
地
の
平
均
利
用
頻
度

日
/年

コロナ禍前 コロナ禍

公園・緑地の面積 アクセス距離 

1ha未満 メッシュ内に重心を含む 

1ha以上 4ha未満 500m 

4ha以上 10ha未満 1,000m 

10ha以上 2,000m 

 全域 
居 住 誘

導区域 

居住誘導区域外

の市街化区域 

市街化調

整区域 

平均値

(m) 
1,935.0 413.4 274.4 2,462.9 

調査方法 書面によるアンケート調査 

調査対象 宇都宮市民 2197世帯 

調査期間 令和3年 12月9日～1月4日 

調査項目 

コロナ禍の公園・緑地の利用実態， 

コロナ禍前後の外出・屋内活動頻度， 

健康に関する事項，主観的アクセシビリティ

の指標，生活の満足度，主観的健康観， 

主観的幸福感，個人属性 

回答者数 331世帯437人（世帯回収率15.1%） 

第 65 回土木計画学研究発表会・講演集

 3



 

 

図-6 「ストレスを感じやすくなった」の回答と利用頻度

図-7 「運動不足であると感じた」の回答と利用頻度 

 

イルスに感染した場合の重症化リスクが高くなることが

認知されていることから，外出の機会そのものが減少し

ていると考えられる．コロナ禍を契機とした自身の健康

の変化に関する質問に対して，「とてもそう思う」「そ

う思う」「どちらともいえない」「そう思わない」「全

くそう思わない」の 5段階の回答を訊ね，それぞれの回

答をした人の公園・緑地の利用頻度の平均値を集計した．

図 6は「ストレスを感じやすくなった」という質問に対

する回答と利用頻度の平均値を示す．図 7は「運動不足

であると感じた」という質問に対する回答と利用頻度の

平均値を示す．いずれにおいても質問の内容に該当して

いない人ほど公園の利用頻度が高いことが確認できた. 

 

 

4.  客観的データと主観的データの相関分析 

 

アクセシビリティ分析から得られた客観的なデータと

アンケート調査から得られた主観的なデータを用いて，

それぞれの相関関係を分析した．1km 以内の公園・緑地

の数と，居住誘導区域外の市街化区域に住む 70 才以上

の公園・緑地の利用頻度(コロナ禍前：r=0.42，p<0.01 コ

ロナ禍：r=0.357，p<0.05)および市街化調整区域の70才以

上の公園・緑地の利用頻度(コロナ禍前：r=0.522，p<0.01)

とに，やや相関が見られた． 

 

 

5.  終わりに 

 

本研究では，宇都宮市における公園・緑地までのアク

セシビリティを分析し，アンケート調査からコロナ禍に

おける公園・緑地の利用実態やコロナ禍前後における生

活の変化の分析をおこなった．結果として，多くの市民

の徒歩圏内に公園・緑地が整備されていること，公園・

緑地の選択には近接性が重視されていることがわかった．

今後の課題として，アクセシビリティと公園・緑地の利

用実態および主観的健康感や幸福感等の QOL 指標との

関係をモデル化することを挙げる．QOL の向上を目指

す今後のまちづくりに対して，公園・緑地からのアプロ

ーチを模索していくことは有意義であると考える． 
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